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2017.12.４プレスリリース
神戸アートビレッジセンター 

新春！ニッポンの喜劇映画セレクション
～日本の笑いのルーツを作った喜劇人たち

拝啓　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
平素より、当センターのご利用および企画運営にご理解、ご協力を賜り、誠にありがとうございます。
　この度、KAVC CINEMAにて、2018年 1月 18日 ( 木 ) ～ 22日（月）の 5日間に「新春！ニッポンの
喜劇映画セレクション～日本の笑いのルーツを作った喜劇人たち」を開催する運びとなりました。
　本特集は、関西の芸人・喜劇役者を中心に、藤山寛美、大村崑、森繁久彌、ミヤコ蝶々、藤田まことなど、
日本の笑いのルーツともいえるコメディアンが繰り広げる喜劇作品をセレクトしてお送りする新春企画になり
ます。
　喜怒哀楽の「喜」と「楽」、およびナンセンスや滑稽への可笑しさや皮肉などの意を表す感情表現の一つで
ある笑いは、誰にとっても身近なものです。NHKでは、笑いの王国吉本興業の創業者「吉本せい」をモデル
したドラマが放送されている昨今、神戸アートビレッジセンターでは、日本の笑いを作ってきた喜劇人の代表
作を集め、過去と現在の笑いとを比較しながら、当時を知る人には懐かしみながら、知らない人には新鮮な、
笑いの歴史の一部をご紹介します。新年の初笑いは、ぜひ映画館で作品をお楽しみ下さい。
　つきましては、本企画をぜひ貴社媒体にてご紹介頂きたく、ご掲載のご検討を頂けますようお願い申し上げ
ます。何卒宜しくお願い致します。

企画タイトル：
「新春！ニッポンの喜劇映画セレクション
～日本の笑いのルーツを作った喜劇人たち」
上映期間：2018年 1月 18日 ( 木 ) ～ 22日（月）
上映プログラム：
「親バカ子バカ」（1960年）
「番頭はんと丁稚どん」（1960年）
「喜劇　駅前温泉」（1962年）　
「スチャラカ社員」（1966年）　
「てなもんや東海道」（1966年）
　
関連トークイベント ：「懐かしいコメディアン」
日時：1月２０日（土）16:30～
ゲスト：大池 晶（漫才作家・放送作家、NHK「わろてんか」漫才部分、「バラエティ　生活笑百科」担当
            関西演芸作家協会　副会長、日本笑い学会　副会長）

料金：一律 1100円、3回券 3000円（期間中有効）
         かぶっクラブ　900円　（障害者割引金額）
　　　トークイベントのみ 500円
　　　（本特集上映作品の半券提示で入場無料）
         ※各回整理券発行・入替制、受付にて整理券と引換え
会場：神戸アートビレッジセンター KAVCシアター
主催：神戸アートビレッジセンター（指定管理者　公益財団法人 神戸市民文化振興財団）

「親バカ子バカ」©１９６０ 松竹株式会社



会場・お問合せ：神戸アートビレッジセンター（担当　大泉）
〒652-0811 神戸市兵庫区新開地5-3-14 　TEL 078-512-5500　FAX 078-512-5356

 

2017.12.４プレスリリース
神戸アートビレッジセンター 

新春！ニッポンの喜劇映画セレクション
～日本の笑いのルーツを作った喜劇人たち

上映作品：
「親バカ子バカ」
（1960年／日本／83分／配給：松竹）
おなじみ！藤山寛美の十八番『親バカ子バカ』が舞台を飛び出し映
画に登場！！ワハハと笑って、ホロリと泣いて 人情喜劇大傑作！！

医療器会社社長、天野利平の唯一の心配は、頭の弱い一人息子の貫一。
貫一かわいさに重役の娘に貫一をキャンプに連れていってもらうが、
貫一は子供あつかいされ馬鹿にされる始末。そんなある日、貫一は
父の代理で得意先のパーティに出席し、そこで父の昔話を耳にする。
心の優しい貫一はそのことで東奔西走することとなる。
監督：酒井欣也　原作：館直志
出演：渋谷天外、藤山寛美、曽我廼家明蝶　ほか

「番頭はんと丁稚どん」
（1960年／日本／８８分／配給：松竹）
ずり落ちたロイド眼鏡でおなじみ崑ちゃんのヒット作！！
「おばけ番組」と言われた高視聴率番組の映画版。

崑太は少々頭は弱いが、親思い、兄弟思いのやさしい少年。 
大阪道修町の薬種問屋七ふく堂へ丁稚奉公に。名も崑松と改めた。
そんな崑松に一度に３人から手紙を預かる大役が回って来たのだっ
た。頭の弱い崑松の行く末はいかに。。。  
監督：酒井欣也　原作：花登筐  
出演：大村崑、芦屋小雁、芦屋雁之助 ほか 
 

「喜劇　駅前温泉」
（1962年／日本／103分／配給：東宝）　
軽妙洒脱、ペーソスあふれる「森繁節」健在！
三木のり平の場をさらう存在感は圧巻！
伴淳、フランキー堺と達者な喜劇人が大集合！

デラックス・ホテルが建って以来、駅前温泉はさびれるばかり。福
屋の主人徳之助は誠実なサービスが大事だとし、極楽荘の孫作は時
代に合ったサービスをと譲らない。温泉街の復興にあの手、この手
の客寄せ珍術。果たして駅前温泉に再び賑わいは戻るのか！？
監督：久松静児
出演：森繁久彌、司葉子、伴淳三郎、森光子、フランキー堺
　　　三木のり平ほか

「親バカ子バカ」©１９６０ 松竹株式会社

「番頭はんと丁稚どん」　©１９６０ 松竹株式会社

『喜劇　駅前温泉』©1962 TOHO CO.,LTD.
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新春！ニッポンの喜劇映画セレクション
～日本の笑いのルーツを作った喜劇人たち

上映作品：
「スチャラカ社員」
（1966年／日本／79分／配給：松竹）　
漫才ファン必見！ダイ・ラケはもちろん懐かしのルーキー新一から
♪うちら陽気なかしまし娘～まで人気者総ざらえの爆笑大喜劇！！

都田物産は倒産寸前。社長は金策のため全国を廻っていたが、残っ
た社員一同も会社再建に奔走。しかし間の抜けた社員たちは失敗の
連続。ライバル会社が出現したりと次から次への大騒動！！
はたして都田物産は再建なるか！？
骨のズイまで笑いしびれる！爆笑大喜劇！
監督：前田陽一　原作：香川登志緒
出演：ミヤコ蝶々、長門勇、中田ダイマル・ラケット、ルーキー新一　ほか

「てなもんや東海道」
（1966年／日本／92分／配給：東宝）　
「あたり前田のクラッカー」　あんかけの時次郎がKAVCにやって来
た！テレビ番組で人気を博したあの『てなもんや三度笠』の映画版！

旅を続ける時次郎と珍念坊主。二人は亀山城下に入り、身投げ寸前
の娘お染を助けた。事情を聞いて同情した二人は五里厳寺へ。そこ
で二人を待ち受けていたものは ...。凸凹コンビが次郎長一家を交え
て荒神山で大騒動！！豪華ゲストも勢ぞろい！！
監督：松林宗恵　原作：香川登志緒
キャスト：藤田まこと、白木みのる、ハナ肇、漫画トリオ　ほか　

1月 18日（木） 1月 19日（金） 1月 20日（土） 1月 21日（日） 1月 22日（月）

13:15
番頭はんと丁稚どん

11:00
喜劇　駅前温泉

15:05
親バカ子バカ

11:00
てなもんや東海道

13:05
喜劇　駅前温泉

15:10
スチャラカ社員

11:00
スチャラカ社員

12：50
てなもんや東海道

14:45
番頭はんと丁稚どん

11:00
番頭はんと丁稚どん

13:00
親バカ子バカ

14:45
てなもんや東海道

11:00
親バカ子バカ

12:55
スチャラカ社員

14:35
喜劇　駅前温泉

「スチャラカ社員」　©１９６６ 松竹株式会社

「てなもんや東海道」©1966 TOHO CO.,LTD.

上映スケジュール：


